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附属図書館における電算化〔1、」

1はじめに
　昭和55年学術審，義会が答申した「今後における

学術情報システムの在1）方」の方針に基づき，本

学では，昭和57年7月関係部局の協力を得て，

「図書館業務機械化準備作業班」を設け，システ

ム分析および実務的な実験を行った。そα）結果，

次の基本方針砂Il納込んだ冊子を翌年5月「京都

大学図「Ll：館業務機械化概要書」としてまとめ，地

域センター館としてσ）方針を固めた。

　q）些訴術’h彗輯受“伝ごぐ1こ資聡1σ）1迅速，的イi雀な！是／共シス

　　テムσ）形成を図ると同時に，こねを支：える日

　常業務処理の効率化を図る。

　②学術情報システム構想o）・・環で庫）る，地域セ

　　ンター館として，近畿北部地区人学と連繋す

　　るネットワークシステムを構築する。

　③図書館業務機械化システムハッケージ化をめ

　　ざした標準システムを構築する。

　一方，近畿北部三府県七国立大学（滋賀人学，

滋賀医科大学，京都大学，京都工芸繊維大学，京

都教育大学，奈良教育大学，奈良女子大学）では

図書館業務の機械化ネットワーク実現のため，全

体的な方針および管理的な問題について検討し，

相互の連絡，調整を図ることを目的に，昭和56年

4月，　「近畿北部地区国立大学図書館機械化ネッ

トワーク協議会」を組織した。この協議会のもと

に「開発委員会一を，没け，3年間にわ／こ馴ヨミ討を

1兵ね，次の、ような合意’㌣得た。

　 1）「樹1飽を驚出業務1よf右ノく弓‘：σ）1固別処ヌ1！と．するQ

　②各大学α川常業務を処理するサブシステムは

　京都ノく学で開発または採川し、ヒものを使用す

　　る、，細部については，各ノく学σ）実情に適合す

　　る／二う変更できるもσ）とする。

　こうして電算化の準備を進y）るなか，昭和59年

度，本館に電算機導人の予算が、1，忍められた。本館

では，先述σ）基本方針ならびに協議会での合意事

項に沿って，慎看に機種選定を行った結果，ホス

トマシンと1 ノて富士通㈱o）FACOM　M－340を，

端末機として，バーソナルコンビュータFACOM

94501rを採川することになった。同時にホスト

σ）DBMSは一AIM／RDBを，　i叉L！隙官システムパ

ッケー一ジはILIS（lntegratedLibrary　InfOrma－

tiollSystem）を採ハ！一 l一ること1こノ‘£っブこQ

　昭和59年7月からズ…カーと具体的な検討を始

め，同年］0月機器搬人，翌年1月稼動σ）運びとな

ったが，当時，学術情報ネット1フーケの中枢機関

で声）る，東京大学文献情報センター口録所在情報

システムについて，メーカーと1義、論するには，人

手できる情報があまりにも少く，目録管理の開発

は大巾に遅れた。しかし，60年7月には，学術情

報センター（当時の東京大学文献情報センター）
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とDDXパケット交換網によ1）接続を完了，セン

ターの日録所在情報サービスを利用できるように

なった。当時は，学術情報センターにデータを登

金豪するσ）、みσ），　いオ）ゆるUIP　Case1アごったカヌ，

10月にはセンターにFi録を登録すると同時に，ロ

ーカルコマンドにより，本館σ）ホストマシンにも

データを取り込むUIP　Case2にレベルアップし

た。こうして翌年2月までは教育モード（沓録し

たデータは毎週木曜目にすべて削除される）によ

り運用していたが，3月から業務モードに切り替

え，センターへの目録情報の登録を始めた。現在

では目録端末はFACOM9450一Σにレベルアップ，

学術情報ネットワーク網（新高速ディジタル回線

網）を利川して，端末をフル稼動させ，データ入

力に励んでいる。

　また，端末校のうち京都工芸繊維大学が，昭和

61年3月から，滋賀医科大学が62年2月から当初

の計画どお1），本館のホストマシンとの間を専用

回線により接続，学術情報センターの目録所在情

報サービスをはじめ日常業務処理が酊能となった。

前者はすでに業務モードによる運用を始めており，

後者も新年度の運用開始をめざし，準備をすすめ

ている段階である。

　なお，本館では昭和59年4月の新館開館と同時

にミニコンピュータFACOM　V－830を導ノ＼，　L

記システムに先行し独立した閲覧貸出システムを

開発した。型60年4，月からは，本学教養部図書館

0）閲覧貸出業務も同機で処理している。

　以下に現システムの概要を紹介し，次号以降に

各サブシステムの、洋細を掲載する予定である。

2　システムの概要

　1）システムの特徴

　①分散システムσ）イ采用

　　本学は10学部（教養部を含む），27附置研

　究所！センターによって構成され，部局図書

　室は55を数える。当然各図書館・室における

　選書，発注，検収，口録，閲覧は独、Zして処

　理されている。そ0）．ヒ学術情報ネットワーク

　　システム0）地域センター館としての機能を果

　　さなければならない本館では，近い将来，端

末校と学内あわせて50台の端末が同時稼動す

　ることを想定，ホストマシンヘの負荷をでき

　るだけ少くするため，バーソナルコンピュ＿

　タによる分散処理システムを採用した。その

　ためホストマシン停止時でも端末側にあるデ

　ータの処理，例えば雑誌の受付等は行える。

　また，接続淵、1末（同時アクセス）が増加して

　もレスポンスタィムに影響がでない等の利点

　がある。反面，全体的にみて集中処理に比ベ

　レスポンスは遅いのが難点である。

②バッケージシステムの採用

　「地域センターにおける処理ソフトウェアは

　基本的には標準化された共通ソフトウェアで

　あって，端末館は，ソフトウェアの新規開発

　なしに機械化システムに移行できる」（「大学

　図書館のシステム化』　紀伊国屋　1981）

　我々は端末館における開発をできるだけ少

　くすることと，ローカルバリエーションを少

　くすることを念頭におき，パッケージシステ

　ムを採川した。しかし，予算管理のように独

　自性o）強いものは．LLむを得ず標準機能にユー

　ザーヴ・ゲラムを組込むことで対処した。

　　システム構築に際し，留意した点は以下の

　とおりである。

　（＠オンライン接続が容易

　⑤メニュー手旨示

　◎ファンクション・キー方式の採用

　＠有効なデフォルト機能

　⑥HELP機能
　〔む促進メッセージによる指示

　⑨明確なメッセージ

　⑪単純，論理的，記憶容易なコマンド

　（i）危険な処理σ）ブロテクト

　①処理時間の予測

　⑯処理過程の表示

　①業務の中断，続行，終了が容易であるこ

　　と
2）ハードウェア構成とネットワーク

　なお，閲覧貸出システム用機器FACOM　V－

830は割愛した。
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3　サブシステムの機能

京都大学図書館機械化

　　　「颪一r

1栖目簸所在　　　I
l情難茎；三臥
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』　、

正
囲
、

システム概念図

のMARCデータと発注中図書の書誌データを

検索すろことができる。
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1）図書受入サブシステム

　図書受入サブシステムは選書，発注，検収，

支払準備，受入，帳票出力，IPF転送に分け

ることができる。各々の業務中，ローカルで作

動するものと，必要に応じてホストと接続して

処理を行うものとがある。ローカル処理した後

IPF（処理中ファイル）はホスト側に転送する。

　本学では，選書用に図書の出版と書誌データ

入手のタイムラグが少いニッパンMARCを使

用している。ニッパンMARC（Machille　Read－

ableCatalog）とは，ζi≧1玉1約3000社におよぶ出ll反

社が1日平均約130点刊行する新刊図書を発売

5日前に人手し，その書誌データを電算機で処

理できるファィルとして作成，販売しているも

σ）で，1977年の新刊から入力を開始，現在約30

万件の蓄積がある。このMARCから分野別リ

ストを作成し，選書ツールとして利用している。

　利用者が直接検索することはできないが，こ

Eコニコニ工ニコ　EコニニEコロ　　Eコニコニニ圃

　　＊氷＊受入デークベ　．

＊検索タイプと柔錬値を入．力しへ
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＊＊＊

（入力）

（入力）

麺
検索結果件数： 件

図一諭　業務用検索画面

　このサブシステムが利用者にもたらす効果に

は次σ）ようなものが」）る。

　　②タィムラゲの少ない出版情報が人手でき

　　　る。

　　㊨発注情報の検索ができるo

　　（◎未納督促処理が容易にできる。特に継続

　　　図書の督促に効果があろ。

2）雑誌サブシステム

　　①予約／発注

　　　発注データ登録

　　　発注データ修正
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　発注取消
②受付

　受付記録

　欠号督促
　　コンテンツ配布

　受付記録送信

③精算処理（前金払外国雑誌）

　精算データ入力

　解約データ入力
　　チ、．ックリスト出力

①支払

　　ブロック作成

　　ブロックの修正／解除

　　チ．ニックリスト出力

　　　「物品命令書：」出力

　⑤製本

　　　製木準備

　　　製本発注

　　　製木検収

　　　製本登録

　⑥帳票出ノ∫処理

　雑誌σ）数は近年儲：しく増大し，その利用範囲

も広い。このため，我が国でも外国雑誌センタ

ー構想にみらオ1る集巾的かつ網羅的な雑誌の収

集を進め，利用者に提供＋る方策が検討，実施

されている。木学o）雑Ilと1システムと学術情報セ

ンターシステムとo）関係宕・図示すろと次のよう

になる。

雑誌処理業務の糠要

学術1情報センター
学乖彫†青幸艮ネットワーク
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バツチ処理

個別版テープ出力

所蔵データの更新

U　I　P ②

中間

フγイル

個別版

データロード

所蔵データ
吸い上げ

“　

ロ
ロ
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図一④

　このサブシステムが利用者にもたらす効果には

次のようなものがある。

　＠受付情報のオンライン検索が可能となり，

　　最新情報が入手できる。

　⑤全学あるいは全国レベルの雑誌所蔵情報の

　　オンライン検索が可能となる。

　◎文献複写の申し込みがオンライン処理でき

　　　る。

　④これをファクシミリと連動させることによ

　　1），文献の入手がより迅速かつ容易となる。

3）目録サブシステム

　目録サブシステムでは，先に述べたように学

術惰報センターσ川録システムを稼動させ，セ

ンターに登録すると同時に本館のホストマシン

にもとり込む形態を採用している。とり込んだ

データを利用してカード休および冊子体目録を

作成することになる。これを図示すると次のと

おりである。
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目録作成処理業務の流れ
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　このサブシステムが利用者にもたらす効果には

次のようなものがある。

　　②学術情報センターのデータベースがオンラ

　　　インで検索できる。

　　⑤近畿北部地区のネットワークに加盟する館

　　の地域総合目録がオンラインで検索できる。

　　◎カードレス指向ができ，カード編成業務が

　　　なくなる。

　　◎書誌情報の標準化が行われ，検索が容易と

　　　なる。

　　⑥重複調査の処理が迅速化される。

4今後の課題

　1）図書受入と目録の連動

　　当初の計画では発注あるいは検収時に入力し

　たデータを目録作成時に流用するよう設計して

いた。しかしこれはローカルで目録作成を行う

ときのみ有効で，学術情報センターシステムに

目録登録する際は次の理由により現時点では困

難である。

　②典拠レコードo）作成が必要であること。

　⑤ローカル側にとり込める情報が，画面表示

　　されたものに限られること。

従って，現在検討している方法の1つは，受入

業務実行時に学術情報センターシステムを利用

することである。とにかくローカルロード機能

をもったUIPCase3をできるだけ早い時点
で実現できるよう検討中で庫）る。

2）ソフトウェアの問題

　画面展開を端末側に依存している本学システ

ムの問題点の1つは，画面展開時のデータ表示

に要する時間で泣）る。学術情報センターへの登

録時の画面展開数は計測の結果，平均15～16

回であることが判った。昨年7月目録端末を

FACOM9450一Σにレベルァッフ。することによ

り，かなり改善されたが，さらに，現在事務用

Basicで処理しているものを可能な限りアッセ

ンブラにするなどの対策を講じる予定であろ。

3）ハードウェアの問題

　現在，学内と端末校あわせて39台の端末と2

台のミニコンピュータがホストマシンに接続さ

れている。近年，学術情報ネットワーク形成は

急テンポで進められており，昭和62年度にも新

たに接続を予定している端末校もある上，学内

での動向を考慮すると回線接続装置（最大64回

線）およびディスク容量の増強が急務である。

5　おわりに

　以E，木学での電算機導入経過および，システ

ムの概要を述べたが，現在は第一次開発を終り，

フレンドリーシステムヘ向って第二次開発を行っ

ている段階であろ。ILISは多数の端末を接続す

る場合や，共用システムには有効であるといえる。

次号以降にサブシステムの詳細にあわせて，今後

の予定も順次紹介できればと考えている。
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《「特殊コレクシ，ン」巡り　②＞

農学部「松原文献』

　先日テレビ・ニュースで，日本人学者が世界で

初めて，生きて動いているシーラカンス0）ヴィデ

オ撮影に成功した旨，報道していた。この放映を

見て，同時に連想したのは，松原教授のことで歩）

った。先生はシーラカンスの鱗を，発見者o）」．

L．B．Smith博1二から，日本ではじめて送っても

らった方で，そo）鱗は今も研究室に保存されてい

る。

　，ところで，農学部には『松原文献』と称さねて

いる別置コレクションが歩）る。これは，京都大学

農学部水産学不斗で水産生物学講座（現称）の担当

教授であった，松原喜代松先生が主に魚類σ）分類

学的研究σ）必要Lかレ〕，自ら収集訓けこ文献集成

を・，1司教才受0）逝」ミ　妾1貴方突σ）纐1了角翠σ）もと1こ　寸舌し

て農学部図レll：室に保存し，利川に供することヒし

たものでル）ろ、，

　先生は，明治4（〕（ll）07）年’iζ塚にお生れにな1），

昭和4年に農林省水産1溝習所養殖学科を卒業。昭

和18年同所教授就任，昭和22年新設された京都帝

国大学農学部水産学：科第4講座担当教授として，

招かれた。先生は昭和4年に，日本近海の魚類採

集のたy）来HしたMichigal1大学教授Carl　L。

Hubbs・博」fのガィドをつとめるうちに，Hubbs教

授の影響を受けて，魚類の分類学的研究に志ざさ

れた。

　分類学の研究には多数の関連文献が必要であり，

水産講習所では，先生が初めて魚類の分類学的研

究を手がけられた故，同所には未だ文献があまり

なく，文献の収集には大変御苦労された。現在の

ように複写機の発達していない時代なので，東大

の図書館で文献を手書きで写したり，私費を投じ

て外国の古書店から購入されたりして文献を収集

された。主として太平洋，インド洋の魚類に関す

る文献を中心に収集されたが，勿論全世界の魚学

に関する主要文献を鋭意収集するよう努力された。

戦前フィリッピンの魚類を研究するため度々日本

に立ち寄一）たW乱shillgtoll大学教授A．Herre博

旧よ，松原教授の御苦労を知1），その収集に協力

された。大戦巾は東京o）自宅の庭に穴を堀って文

献を木箱に入れて埋め，戦火から護られた。戦後

Hul）bs博士とHerre博Ifはいち早く松原教授の

消息を尋ねてきて，戦争で中断していた海外との

交流が再開されることとなった。南アフリカの」．

L．B．Smith教手受は，！Lきた化石と’i重われるシー

ラカンスσ）発見者として有名で泣）ろが，戦後多数

の文献と共に1938年に発見したシーラカンスの最

初の標本σ）鱗を送ってきた。

　このようにして収集された文献の巾には，日本

では容易に1，乙ろことのできないもσ）も含まれてい

て，魚類0）分類学的研究L貴重な‘’在となってい

る，）分類学という学問σ）性質L，そo）文献の生命

力は永く，他の学問分野（特に先端分野）のよう

に文献の寿命が短く，　「半減期」と称する指標が

あるといわれているのとは正反対に，むしろ半永

久的なヌ“命がある。

松原文献には，ド記のような文献が含まれている。

これらのうちには，ヒ記のHubbs，Herre，Smith

の各博士から送られたものの他に，先生の門下生

が手分けして原著論文からタイフ。したものもある。

このタイプ版の論文を見ると，終戦後一時期の先

　　　　や驚☆？累呈＝iシ

…・・｝一、f・ロ上c＆nC。uncnf。rScよenUf上candlndu8tria1Re8earch，Fenow
註　1じ11㌧1』yo上oビy，　1U／ode8　Univer日工ty，　Graham8tOh・n．

　エ℃is・一y“ヱーea七r’：1エvエ1egetoannouncet1．edエ8c・veryofasec・nd
G田漁canth．T1．e1’ea⊇1efew㌃）1010露上Bt8vhoO・n・七remember七he
｛りnazement　Rllτendered　by　the　aDpe＆1’Rnce　of　L塑旦　Sm工℃h，　〕9ス9，　R9
■『e工1　a3　七hp　農cllte　di6apno⊥ntment　⊥n　learτユin6　th巳t　a■工　七he　SQf℃　Dεz・Lε
ロf　the　f上Bh　had　beeロ　エoξ｝七。

　『or　th窮酵9　var工ou8　ユ’crl≦・On巳　⊥七　became　a　sρ1PP．エ）Do上nted　℃agk　to

ξ膿3麗七購n脇9E盟…一謡艦鯉るr臨。識9ε圭m踏濃麗3ぞII
宅hat　the　f工8h　WR8　α　日tエaン，　oo　that　the　f工r£七　e8senし二a工　was　to　a七temp℃　to
t1’aee　the　hab工t8七．

　TheOnlyOver8ea8εC上enし二s七tOven七ureanoP上nエonOnthエ6mtter
w＆3E．Whlte，oftheBr上Uε1⊥1如εe㎝ロvho8ecしatementtha七iい’と」日
”皿m。8七Certa⊥nly監1ゴr。臣1㌧hedeeperp出s。f℃hesξヨa汐。vhiGhヰ6k些旦

①
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学諸氏の努力ぶりに，驚きの目をみはらざるをえ

ない。また，著者自身からタイフ。原稿が松原教授

に直接送られた例もあるようである。例えば，写

真①のタイプ原稿には，左肩に著者の献呈の辞と

サイン，掲載誌Wネイチャー。の年月日がある。

これは，スミス博士が同誌に投稿し，受理されて

掲載号が決まった時点で，同博士が先生にそのタ

イプ原稿の一部を送ったのだろうと推測される。

　モノグラフでは，以下のものが重要であろう。

＃1　Alcock，A．：A　descriptive　catalogue　of　the

　　　　　　Indiandeep－seafishesinthe

　　　　　　Indian－Museum，being　a　re－

　　　　　　visedaccountofthedeep－sea

　　　　　　fishescollectedbytheRoyal
　　　　　　Indian　ルlarine　Survey　Ship

　　　　　　Investigation．

＃522　Boesemaユ1，　M．＝Revision　of　the　fishes

　　　　　　collected　by　Burger　and　von

　　　　　　SieboldinJapan。
＃28　Franz，V．：Die　japanische　Knochenfische

　　　　　　der　Sammlungen　Haberer　und

　　　　　　Doflein．
銘35，36　Goode，G．B．and　T．H．Beεm：Oceanic

　　　　　　ichthyology，pt，1－2．

　雑誌論文では，以下のものが重要であろう。

H．W，Fowlerの一連の論文。

A．W．Herreの一連の論文・

D．S．Jordanの一連の論文。

C．L．Smith　の一連の論文。

上記は，各著者につきほとんど完壁に網羅されて

いる。

｝
D
ρ

￥
．
・

　　　　　　　　『・御、t・
　　　　　　　　　’き1・・F・

・i与嬉》rゴ厩嘗’鯖vζ
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学
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顧
交
や
鋤
旧
が
た
ぴ
た
　
て
い
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古
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趣
で
あ
る
が
、
干
九
百
一

難
霧
一
蝦
輔
鰯

彰
義
黙
醤
爬
婆
奏
ぐ
世
塵

』1’偽却捌引，

’、ン9層’珊肌 1
a

＃310　Schmidt，P．：Fishes　of　Japan，collected

　　　　　　1910．（Trans．Pacific　Comm、

　　　　　　Acad．Sci、U．S．S．R，，2）

＃320　Soldatov，V．K．and　G．」．Lindberg：A

　　　　　　review　of　the　fishes　of　the　sea

　　　　　　of　the　Far－East．（Bull．Pacific

　　　　　　Sci，Fish　Inst．，5）

鳶
難
黛
前
加
，
羅
麟
墾

蘇
鎗
饗
年
ゆ
、
繍
韓
難
肇

準
準
謙
漁
携
・
フ

縮
簸
範
」
噛
欝
糊
凋
総

鎌
駅
誘
編
欄
噸
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　　　　　　　　②

　これらは，題名からも察せられるように，日本

近海の魚類に関するものに限らず，アフリカを含

むインド洋から西太平洋（インド・太平洋という）

にわたる広い海域の魚類が対象となっており，日

本の魚類の研究には，それらが必要だと言われて

いる。また，魚類分類学の分野でも口木の研究者

による日本の魚類の研究が始まる前に，19世紀か

ら外国人による研究業績が多くあり，それらが不

可欠のものとなっている。これらの外困文献を含

む『松原文献』はこの分野での貴電なコレクショ

ンと言えるであろう。

　なお，利用に関しては，他の通常の文献と同様

に閲覧できるが，貸出しに関しては，多少の制限

一8



がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭28）

追記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『魚類の形態と検索1～［ll』石崎i隼店　1955（昭

松原先生σ）著書0）主なものには，以下のものが　　　　30）

あ1），こ淑らは『松原文献』を駆使して著された　　　『動物系統分類学　9（L・巾）』巾ill書店　1963

もσ）であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭38）

『Fl木産魚類検索』共著，r省堂　1938（昭13）　　　『魚類薯‘：　L・ド』共著，恒生社恒生閣　1965

『日木産魚類文献rl録1612～1950』共編1953　　（昭40）

　　　　　　　　　　　昭和61年度特別図書選定リスト

　　　図、些事資料名
1）hilos〔）｝）hical　Stu（lies　Series　in　Philogophy。

　Ed．1）yW．Sellars＆K．Lehrer．
（哲学研究叢書）

Hist（）ryalldmgt・ri・9ral）hy．Ed．1）yR（》bhl

　W．Whlks．
（歴史学σ）思想セ方法）

近田文学総索引　近杉1門左衛門（llり1）

「Pn）etmlR（・ligi・しlsW・rkSl　I）．1」．4801md

　SFC（lolle（・h（ms，The　hlstitllteド（）rAd－

　ValleedStUdieS・f～Nア（lrldReligiolls．

（チベット蔵外 斐献）

明治前期地誌資料
　明治前期全国村名ノ1・字，づ、『1査書　1－6巻

　地方要覧　他　1巻

回．致圏

AJoumalfortllePromotionofLeadership
　illEdueatio11．

（教育における指導性増進のための雑誌）

日本児童問題文献選集　第2期，第3期

教育索引　国立教育研究所附属教育図書館編

TheEarliestLawsoftlleOrigil！alThirteell
　States，

（初期米国州法集成）

巻　　　1｝　　刊　　年

Vol，14－31　　　　　11）78－1986

vol．1－31　　　　／984

　　　　　　　（Rel）rhit）

全（1巻　別巻l　　l986

　　　　　　　1986

全6巻　別巻1　　1986

第1巻1弓・一第

8巻9号

VoL　l7－25

第2期：13－24巻

第3期：25－36巻

第1巻一第8巻
（第1号一7碍）

13titlesil120
volS，

1986

（Reprint）

1934－1943
（Reprint）

1984，一1985

1985

（Reprint）

1981

（Reprint）

備付部局

文学部

〃

〃
　
　
　
〃

〃

　　〃

教育学部

〃

　　〃

法学部

9



図　　書　　資　　料　　名 巻　　　　号

Documents：

Vo1．8

5vols，

干［」

1986

年

Third　Ullited　Nations　Conferellce　on　the　Law

　of　the　Sea．

（第3次国連海洋法会議文書集）

Federa，l　Regulεしtioll　of　International　Bu－

　shless．Ed．by　S．S．Malawer．

（国際商取引の連邦規則）

NationalReporterSystem。
　Atlal！tic　Reporter，　North　Eastern　Re－

　porter，SouthemReporter，SouthWestern
　Reporter，etc、

（全米判例体系）

Joumal　of　European　Economic　History。

（ヨーロッパ経済史雑誌）

全国短期大学紀要論文索引　’80一／84

　図書館科学会編

銀行通信録

初期日本蘭仏独露語文献集
（神田外語学院所蔵）

1．B．Z．Interna，tionale　Bi1）liographie　der

　Zeitschriftenliteratur，

（国際学術雑誌記事索引）

Vo1．1－12

1巻一6巻

42巻一56巻
（192号一236号）

Microfirm

34リール

Vo1．21

1981－1983

1985

1986

（Reprint）

1986

1985－1986
（Reprillt）

1985

1985

備付部局

法　学　部

〃

〃

経済学部

〃

〃

附属図書館

〃

昭和61年度学生用図書（高額図書）選定リスト

1：．継続図書

1．　複数分野

　　OECD　Publication．　（経済協力開発機構出版彗勿）

　　Bibliographic　Gui（1e　to　Goverllmellt　Publieations．　（政》仔出版ll勿ガィ　ド。ブツウ）

　　国際連合・国際機関主要国統計

　　　社会科学

　有価証券報告書総覧（第1部上場）

3．　自然科学

　　Sadtler　Spectra．（サトラー研究所　　スペクトル分析）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一10
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（昭和61年3月31日現在）昭和60年度　蔵　書　統　計

　　　　　　　　　　　　計

　　　　　　　　　　
洋 書勧一倉 言＋冊

213，795’647，345

　253，053　　　　　653，398

　　38，993　　　　　　87，286

　265，523　　　　　464，023

　171，982　　　　　342，571

　174，359　　　　211，314

　　91，358　　　　　128，186

　　22，218　　　　　　33，808

　　20，172　　 　　　28，546

　207，206　　　　　329，568

128，851 277，941
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ワ
］

　　　増　　　　加　　　　数　　　　　　累

　　　　　　　　

舜　　書冊 洋 　書冊 計　冊．和　　書
冊

　　　　　　　　
　　4，918　　　　　　　　866　　　　　　5，784　　　　　433，550

　　5，985　　　　　5，338　　　　　11，323　　　　400，345

　　1，943　　！，332　　3，275 　48ン293
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　27769　　4，221　　6，990　　198，500
　　2，912　　　　　　2，329　　　　　　5，241　　　　　170，589

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　520　　 　　　3，298　　　　　　3フ818　　　　　367955

　　　　956　　　　　　1，735　　　　　　2，691　　　　　　36，828

　　　　51　　　　　　　　157　　　　　　　　208　　　　　　11》590

　　　　235　　　　　　　　993　　　　　　17228　　　　　　　8，374

　　1，745　　　　　　4フ959　　　　　　67704　　　　　122，362

　　2，245　　1，876　　4，121 149，090

　　　　　0　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0　　　　　　　17055

　　　　210　　　　　　　　　46　　　　　　　　256　　　　　　　8，064

　　6，490　　　　　　7，408　　　　　13，898　　　　　2487898

　　　　75　　　　　　　　702　　　　　　　　777　　　　　　　7，401

　　8，588　　　　　　1，069　　　　　　9，657　　　　　354，220

　　　　23　　　　　　　　187　　　　　　　　210　　　　　　　1，546

　　　　96　　　　　　　　416　　　　　　　　512　　　　　　　4，335

　　　　91　　　　　　　　119　　　　　　　　210　　　　　　　4，708

　　　　46　　　　　　　　296　　　　　　　　342　　　　　　　3，709

　　　　137　　　　　　　　726　　　　　　　　863　　　　　　　7ン810

　　　　　！8　　　　　　　　　93　　　　　　　　111　　　　　　　　　378

　　　885　　　912　　1，797　　30，17i
　　　596　　　　　　1，630　　　　　　2，226　　　　　　　3，752

　　　2〔）5　　！，608　　1，813　　4，758

　　　　198　　1，945　　2，143　　13シ196
　　　　82　　　　　　　　396　　　　　　　　478　　　　　　　2ラ783

　　　　403　　2，604　　3，007　　10，907
　　　　76　　　　　　　376　　　　　　　452　　　　　　　　678

　　　　　14　　　　　　　　134　　　　　　　　148　　　　　　　　　7∠16

　　1，818　　1，258　　3，076　　14，681
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451、525

　　　　　　　　　　部　　　｛）　　　0　　　0　　5，11（5　　575
用高分子研究センター　　　　18　　　66　　　81　　　96　　　113

境保全センター　　47　　17　　6．1　　344　　31
高層電波研究センター　 　　21　　　204　　　225　　　453　　1，g96
　　　　　　　　の　　　　　　　　

44・41g 49・38293，8012，346，7052，104，820

　本部：庶務・経理・施設・学生各部および保健診療所・保健管理センターを含む。
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